
 

 

平成２８年２月 

京都市立羽束師小学校  校長 中村 博美 

 

 本年度の本校教育活動を振り返り，来年度の更なる教育活動向上のために実施いたしました「平成２７年度第２回学校評価アンケート」の集計が終了いたしましたので，考察を

加えてお知らせいたします。 

 

 

平成２７年度第２回学校評価 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが忘れ物がないように授業の準

備をすること。 

学校が分かりやすい授業をすること。 

学校の授業で子どもの学力が向上する

こと。 

子どもが毎日，［１５分×学年］程度

の家庭学習をすること。 

子どもが授業以外に１日２０分程度以

上読書をすること。 

子どもが学校に楽しく通うこと。 

保護者が子どもとのふれあいや話し合

いの時間をもつこと。 

子どもが学校のきまりや約束を守るこ

と。 

学校が一人一人を大切にした教育活動

をすること。 

子どもが正しい言葉づかいをするこ

と。 

子どもが「早寝早起き，朝ごはん」な

どの規則正しい生活習慣を身につけ… 

地域やPTA活動に参加すること。 

学校へ気軽に相談できること。 

子どもたちに家族の一員としての役割

を作ること。 

学校からの配布物や学校ホームページ

で学校の様子や方針を理解すること。 

保護者 

よく出来ている 大体出来ている 

あまり出来ていない 出来ていない 

どちらでもない 0% 20% 40% 60% 80% 100%

忘れ物がないように授業の準備を

すること。 

先生の授業がよくわかること。 

集中して授業を受けること。 

毎日［１５分×学年]ほどの家庭学

習をすること。 

授業のほかに１日２０分ほど読書

をすること。 

学校が楽しいこと。 

自分からすすんであいさつをする

こと。 

学校のきまりや約束を守ること。 

自分のまわりの人を大切にするこ

と。 

正しい言葉づかいに気をつけるこ

と。 

早寝早起きをして朝ごはんを食べ

ること。 

地域やPTAの行事に参加するこ

と。 

先生に気軽に相談できること。 

家族の一員としての役割をはたす

こと。 

学校からのプリントなどを必ず保

護者に渡すこと。 

児童 

よくできている だいたいできている 

あまりできていない できていない 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが忘れ物がないように授業

の準備をすること。 

学校が分かりやすい授業をするこ

と。 

学校の授業で学力が向上するこ

と。 

子どもたちが毎日［１５分×学

年］程度の家庭学習をすること。 

子どもが授業以外に１日２０分程

度以上読書をすること。 

子どもが学校に楽しく通うこと。 

教職員が子どもとのふれあいや話

し合いの時間をもつこと。 

子どもが学校のきまりや約束を守

ること。 

学校が一人一人を大切にした教育

を進めること。 

子どもが正しい言葉づかいをする

こと。 

子どもが「早寝早起き，朝ごは

ん」などの規則正しい生活習慣… 

地域やPTA活動に参加すること。 

保護者や子どもが学校へ気軽に相

談できること。 

子どもに家族の一員としての役割

をつくるように働きかけること。 

配布物や学校ホームページで学校

の様子や方針を伝えること。 

教職員 

よく出来ている 大体出来ている 

あまり出来ていない 出来ていない 

どちらでもない 



 

 回答の集計を受け，考察を加えた項目や保護者や学校運

営協議会の皆様からいただいたご意見をお伝えいたしま

す。１回目と比較して差が大きかった内容にも触れてみま

した。（比較のレーダーグラフの値は「よく出来ている」「大体出来ている」を合わせた

「できている群」の割合です。） 
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教職員 児童 

子どもが正しい言葉づかいをすること。 
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正しい言葉づかいに気をつけること。 
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授業のほかに１日２０分ほど読書をする

こと。 
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教職員 児童 

授業以外に１日２０分程度以上読書をするこ

と。 
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教職員 児童 

毎日［１５分×学年］程度の家庭学習をすること。 
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先生に気軽に相談できること。 

～保護者の自由記述から（全て掲載できずに申し訳ありません）～ 

○毎日，元気に学校に通えており，大変うれしく思います。 

○子どもが，授業が分かりやすくて理解ができるようになったので，とてもうれしいです。 

☆規則正しい生活習慣（特に早く寝る）を身に着けられるように家族でがんばりたい。 

☆家庭学習は宿題だけで精一杯なので，時間の使い方を家で教えていこうと思いました。 

☆勉学に関しては，学校側の指導にお願いします。 

△言葉づかいが気になります。学年全体の問題と聞きましたが，改善してほしいものです。 

 Ａ．学校全体の問題として継続的に指導します。 

△クラスによって宿題の量に違いがあると感じるのは気のせいでしょうか。 

 Ａ．校内はもちろん，中学とも連携を取りながら家庭学習を設定したいと思います。 

△学校行事をなるべく早く知らせてほしい。 

 Ａ．今年度は４月の学校便りに年間の行事予定を掲載していました。 

学校運営協議会の方のご意見 

・学校内ではできているが，学校外で子どもたちがあいさつできていないと

思います。学校への登下校時でもしっかりとできない子どもが多いです。 

・通学路で見つかった危険な個所を学校に伝えると，関係機関に連絡しすぐ

に対処された。 

大きな課題に見える読書

習慣。子どもたちもこの

項目だけは結構厳しい回

答でした。たくさんの子

どもたちに，素敵な本と

出会ってほしいもので

す。 

15 分×学年を目安とした家庭学

習時間ですが，子どもたちと保

護者の方の評価には差がありま

す。保護者の方に気づかれない

ように家庭学習をしていること

を願います。 

前回の考察にも挙げましたが，「子どもたちの言葉づかい」やはりまだ

まだ十分だとは言えません。自由記述にも複数のご意見をいただきまし

た。正しい言葉づかいが実践できるように，大人がよい見本とならない

といけないと思います。 

いろいろな悩み

を抱える思春期

だからこそ，子

どもたちにとっ

て担任も身近な

存在とならなけ

ればいけないと

思います。 

 

～１回目と比較して～５ポイントを超える差のあったもの（保護者） 

↓５．２ 「子どもが忘れ物がないように授業の準備をすること。」…子ど

もたちの回答から一段と差が生じました。 

↑７．１ 「子どもに家族に一員としての役割をつくること。」…実際に子

どもたちが家族の一員であることを意識して生活してほしいものです。 



 


